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■
令
和
９
年
度　

林
野
庁
関
係

予
算
概
算
要
求
の
概
要

　

総
額
３
，９
５
６
億
万
円
27
・
１
％

増
林
野
庁
は
こ
の
ほ
ど

令
和
９
年
度
予
算
概
算

要
求
を
財
務
省
に
提
出

し
た
。
要
求
額
は
、
総

額
３
，
９
５
６
億
万
円

（
対
前
年
度
当
初
予
算

比
１
２
７
・
１

％
）。

内
訳
は
公
共
事
業
が

２
，
５
６
２
億
円
（
同

１
２
８
・
６
％
）、
非

公
共
事
業
が
１
，
３
９

３
億
円
（
同
１
２
４
・

５
％
）。（
表
参
照
）

今
回
の
概
算
要
求
で

新
設
さ
れ
た
『「
強
く

豊
か
な
日
本
」投
資
枠
』

も
活
用
し
、
食
料
安
全

保
障
の
強
化
等
に
向

け
、
農
林
水
産
業
の
持

続
可
能
な
成
長
を
実
現

す
る
た
め
の
予
算
を
要

求
す
る
と
し
て
い
る

重
点
事
項
の
テ
ー
マ

は
、「
百
年
つ
づ
く
「
森
の
国
・
木
の
街
」
の

礎
の
確
立
」。
主
な
事
業
は
以
下
の
と
お
り
。

１ 

林
業
・
木
材
産
業
分
野
に
お
け
る
成
長
産 

　   

業
化
に
向
け
た
取
組
の
加
速
化

① 

「
森
の
国
・
木
の
街
」
創
造
連
携
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
事
業　

83
億
円

・
都
道
府
県
が
策
定
す
る
「
森
の
国
・
木
の
街

創
造
連
携
計
画
」（
仮
称
）
に
基
づ
き
、
川
上

か
ら
川
下
ま
で
の
関
係
者
の
連
携
に
よ
る
生
産

性
や
付
加
価
値
の
向
上
の
取
組
（
森
林
の
集

積
・
集
約
化
、
ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
の
実
装
、

路
網
整
備
、
木
材
製
品
の
付
加
価
値
向
上
、
都

市
の
木
造
化
・
木
質
化
等
）
に
つ
い
て
、
関
連

施
策
の
優
遇
措
置
に
よ
り
国
産
材
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
強
靱
化
を
重
点
的
に
支
援

② 

林
業
適
地
に
お
け
る
路
網
整
備
・
再
造
林

等
の
推
進＜

公
共＞

　

２
５
４
億
円

・
木
材
の
供
給
能
力
の
強
化
に
向
け
、
林
業
適

地
に
お
け
る
重
点
的
な
路
網
整
備
や
確
実
な
再

造
林
等
を
推
進

③ 

ス
マ
ー
ト
林
業
等
新
技
術
推
進
総
合
対
策

７
億
円

・
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
基
盤
整
備
、
ス
マ
ー
ト
林

業
技
術
の
導
入
環
境
整
備
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ

等
の
先
端
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
林
業
機

械
・
機
器
等
や
木
質
系
新
素
材
の
開
発
・
実

証
、
地
域
一
体
で
の
林
業
Ｄ
Ｘ
の
実
現
に
向
け

た
戦
略
拠
点
の
構
築
等
を
支
援

④ 

花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡
大　

28
億

円
・
細
胞
増
殖
技
術
を
活
用
し
た
苗
木
大
量
増
産

技
術
の
開
発
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
苗
木
増
産

体
制
の
強
化
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
広
域
流

通
等
を
支
援

２ 

森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
推
進

① 

森
林
循
環
利
用
・
付
加
価
値
創
出
対
策
１

８
６
億
円

・
森
林
の
集
積
・
集
約
化
や
森
林
境
界
の
明
確

化
、
林
業
適
地
に
お
け
る
路
網
の
整
備
と
再
造

林
の
省
力
・
低
コ
ス
ト
化
、
先
進
的
な
林
業
機

械
の
導
入
、
将
来
的
に
集
積
・
集
約
化
を
担
い

う
る
者
へ
の
技
術
習
得
支
援
等
に
よ
る
多
様
な

林
業
経
営
体
の
育
成
、
広
葉
樹
の
利
活
用
の
促

進
、
林
野
火
災
予
防
に
資
す
る
森
林
情
報
マ
ッ

プ
の
整
備
、
森
林
病
害
虫
対
策
の
推
進
、
木
材

加
工
流
通
施
設
の
整
備
や
木
造
公
共
建
築
物
の

整
備
等
を
支
援

・
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
木

造
化
、
日
本
産
木
材
製
品
の
輸
出
促
進
、
合
法

伐
採
木
材
の
利
用
促
進
、
合
理
的
な
木
材
価
格

の
形
成
の
促
進
、
木
育
等
を
通
じ
た
消
費
者
等

の
理
解
醸
成
の
促
進
、
特
用
林
産
物
の
競
争
力

強
化
等
を
支
援

・
山
村
地
域
の
活
性
化
や
里
山
林
の
整
備
・
活

用
に
取
り
組
む
活
動
組
織
の
確
保
・
育
成
、

「
森
業
（
も
り
ぎ
ょ
う
）」
を
通
じ
た
森
林
価
値

創
造
等
の
取
組
を
支
援

② 

森
と
木
の
人
材
育
成
・
確
保
総
合
対
策　

57
億
円

・「
緑
の
雇
用
」
事
業
に
よ
る
新
規
就
業
者
へ

の
体
系
的
な
研
修
、
林
業
大
学
校
で
学
ぶ
就
業

前
の
者
へ
の
給
付
金
給
付
、
森
林
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
育
成
、
林
業
経
営
体
の
安
全
診
断
な
ど
の
労

働
安
全
対
策
、
木
造
建
築
物
の
設
計
者
・
施
工

者
育
成
等
の
取
組
を
支
援

③ 

森
林
の
総
合
保
全
対
策　

22
億
円

・
効
果
的
・
効
率
的
な
シ
カ
捕
獲
の
取
組
や
、

森
林
病
害
虫
に
よ
る
被
害
の
抑
制
等
の
森
林
の

総
合
的
な
保
全
対
策
を
推
進

④ 

花
粉
症
解
決
に
向
け
た
総
合
対
策　

73
億

円
・
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え
等
の
加
速

化
、
ス
ギ
材
需
要
の
拡
大
、
林
業
の
生
産
性
向

上
及
び
労
働
力
の
確
保
、
花
粉
飛
散
量
の
予

公 共 事 業 費 1,992 2,562 128.6

一般公共事業費 1,899 2,469 130.0

治 山 事 業 費 628 816 130.0

森林整備事業費 1,271 1,653 130.0

災害復旧等事業費 93 93 100.0

非 公 共 事 業 費 1,120 1,393 124.5

3,112 3,956 127.1

２

３

※

金額は、関係ベース。

「第１次国土強靱化実施中期計画」に係る経費、「総合的なTPP等関連政策大綱」を踏まえた

農林水産分野における経費及び「食料安全保障強化政策大綱」を踏まえた食料安全保障の

強化に向けた対応に係る経費については、事項要求として予算編成過程で検討。

上記のほか、農山漁村地域整備交付金の中で、林野庁関係事業を措置している。

計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

億円 億円

合 計

（注）１

％

令和９年度　林野庁関係予算概算要求の概要

令和８年８月

区　  　分 令和８年度当初予算額 令和９年度概算要求額 対前年度比
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測
・
飛
散
防
止
、
ス
ギ
花
粉
米
の
実
用
化
に
向

け
た
安
全
性
・
有
効
性
の
検
証
等
の
取
組
を
推

進３ 
国
民
の
安
全
・
安
心
を
根
底
か
ら
支
え
る

多
様
で
健
全
な
森
林
づ
く
り
の
推
進

① 

森
林
整
備
事
業＜

公
共＞

　

１
，
６
５
３

億
円

・
森
林
吸
収
源
の
機
能
強
化
や
国
土
保
全
に
資

す
る
、森
林
の
集
積
・
集
約
化
に
向
け
た
間
伐
、

主
伐
後
の
再
造
林
、
幹
線
と
な
る
林
道
の
開

設
・
改
良
、
林
野
火
災
対
策
、
ク
マ
・
シ
カ
等

対
策
、
花
粉
発
生
源
対
策
と
し
て
の
ス
ギ
人
工

林
の
伐
採
・
植
替
え
や
路
網
の
整
備
等
を
推
進

② 

治
山
事
業＜

公
共＞

　

８
１
６
億
円

・
大
規
模
災
害
の
被
害
拡
大
防
止
に
資
す
る
国

直
轄
で
の
集
中
的
な
復
旧
整
備
、
予
防
治
山
対

策
に
よ
る
、
生
活
環
境
基
盤
の
確
保
に
資
す
る

緊
急
輸
送
道
路
等
の
保
全
な
ど
、
治
山
対
策
を

効
果
的
・
効
率
的
に
推
進

 

以
上
の
事
業
の
中
で
木
材
の
需
要
拡
大
対
策

を
中
心
に
紹
介
す
る
。

１ 

①
の
「「
森
の
国
・
⽊
の
街
」
創
造
連
携

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
事
業
」
の
内
容
は
、
都
道
府

県
が
策
定
す
る
「
森
の
国
・
⽊
の
街
創
造
連
携

計
画
」（
仮
称
）
に
基
づ
き
、
川
上
か
ら
川
下

が
連
携
し
て
取
り
組
む
森
林
の
集
積
・
集
約

化
、
ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
の
実
装
、
⽊
材
製
品

の
付
加
価
値
向
上
・
需
要
拡
⼤
、
路
網
等
の
基

盤
整
備
と
い
っ
た
⽣
産
性
・
付
加
価
値
向
上
等

の
取
組
に
つ
い
て
、
森
林
循
環
利
⽤
・
付
加
価

値
創
出
対
策
等
の
関
連
事
業
に
お
い
て
優
先
枠

の
設
定
等
の
優
遇
措
置
を
設
け
、
集
中
的
に
⽀

援
す
る
と
い
う
も
の
。
木
材
加
工
流
通
施
設
等

や
木
造
公
共
建
築
物
の
整
備
も
優
先
枠
等
を
設

け
る
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

備
と
⼀
体
と
し
て
実
施
す
る
対
策
（
I
C
T

の
活
⽤
等
に
よ
る
原
⽊
流
通
の
効
率
化
及
び
需

給
・
価
格
・
コ
ス
ト
情
報
の
共
有
促
進
、
建
築

物
へ
の
地
域
材
利
⽤
に
よ
る
効
果
の
「
⾒
え
る

化
」
と
そ
の
普
及
）
を
施
設
整
備
実
施
者
以
外

に
対
し
て
も
⽀
援
。

ま
た
、「
⽊
材
等
の
付
加
価
値
向
上
・
需
要

拡
⼤
対
策
」
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ

等
の
多
様
な
⽊
質
材
料
を
活
⽤
し
た
⽊
造
化
、

合
理
的
な
⽊
材
価
格
の
形
成
の
促
進
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ

等
の
輸
出
促
進
、
⽊
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
⽤
環

境
整
備
、
⽊
育
等
を
通
じ
た
消
費
者
等
の
理
解

醸
成
の
促
進
、
特
⽤
林
産
物
の
競
争
⼒
強
化
の

取
組
を
⽀
援
す
る
。

■
経
営
者
の
住
宅
景
況
感
調
査

の
概
要

（
一
社
）
住
宅
生
産
団
体

連
合
会
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た
令
和
8
年
度
第
2
回

の
低
層
住
宅
に
関
す
る
「
経

営
者
の
住
宅
景
況
感
調
査
」

報
告
に
よ
る
と
、
令
和
8

年
４
～
6
月
の
受
注
実
績

（
総
数
）
は
、
受
注
戸
数
で

▲
10
ポ
イ
ン
ト
、
受
注
金

額
で
＋
40
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
、
戸
数
は
７
期
連
続
で

マ
イ
ナ
ス
、
金
額
は
２
期

連
続
で
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

コ
メ
ン
ト

◆
当
期
の
受
注
が
好
調

だ
っ
た
背
景
に
は
、
前

年
同
期
の
受
注
水
準
が

低
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、

戸
建
住
宅
・
集
合
住
宅
に
お
け
る
各
種
施
策

が
奏
功
し
た
こ
と
が
主
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
。

◆
戸
建
分
譲
住
宅
事
業
は
数
量
、
金
額
と
も
に

増
加
し
、
賃
貸
住
宅
事
業
も
堅
調
に
推
移
し

た
こ
と
で
全
体
と
し
て
は
前
年
を
上
回
る
結

果
と
な
っ
た
。

◆
福
岡
エ
リ
ア
が
不
調
は
継
続
、
全
体
的
に
は

受
注
棟
数
・
戸
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

大
型
案
件
の
受
注
増
に
よ
り
全
体
的
に
増
と

な
っ
た
。

◆
戸
建
て
は
前
年
並
み
も
、
需
要
堅
調
な
集
合

が
牽
引
し
、
受
注
金
額
は
計
画
ど
お
り
に
進

捗
。

◆
戸
建
住
宅
の
棟
数
減
少
を
棟
単
価
、
賃
貸
住

宅
・
施
設
建
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
等
で
カ
バ
ー

す
る
傾
向
が
継
続
。

◆
集
客
減
に
よ
る
戸
建
の
受
注
棟
数
を
、
棟
単

２ 

①
の
「
森
林
循
環
利
⽤
・
付
加
価
値
創

出
対
策
」
で
は
、「
森
林
集
約
・
循
環
利
⽤
対

策
」
と
し
て
、
路
網
整
備
、
省
⼒
・
低
コ
ス
ト

再
造
林
等
の
取
組
を
⼀
体
的
に
⽀
援
す
る
と
と

も
に
、
集
積
・
集
約
化
、
先
進
的
な
林
業
機
械

等
の
導
⼊
、
苗
⽊
の
⽣
産
技
術
・
⽣
産
性
の
向

上
等
の
取
組
や
、
⽊
材
需
要
の
拡
⼤
及
び
⽊
材

産
業
の
基
盤
強
化
に
資
す
る
⽊
造
公
共
建
築

物
、
⽊
材
加
⼯
流
通
施
設
の
整
備
等
を
⽀
援
す

る
。こ

の
う
ち
⽊
材
需
要
拡
⼤
・
⽊
材
産
業
基
盤

強
化
対
策
で
は
、
次
の
取
組
を
行
う
。

① 

⽊
造
公
共
建
築
物
等
の
整
備

地
域
材
利
⽤
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
公
共

建
築
物
や
公
共
建
築
物
と
⼀
体
的
に
整
備
を
⾏

う
官
⺠
連
携
に
よ
る
施
設
の
⽊
造
化
等
に
対
し

⽀
援

② 
⽊
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
⽤
促
進
施
設
の
整
備

未
利
⽤
間
伐
材
等
の
収
集
・
運
搬
の
効
率
化

に
資
す
る
機
材
や
、
未
利
⽤⽊

質
資
源
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
と
し
て
活
⽤
す
る
た
め
に
必
要
な
供

給
施
設
・
利
⽤
施
設
の
整
備
を
⽀
援

③ 

特
⽤
林
産
振
興
施
設
等
の
整
備

地
域
経
済
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
特
⽤
林

産
物
の
⽣
産
基
盤
の
整
備
を
⽀
援
す
る
と
と
も

に
、
⽣
産
・
加
⼯
流
通
の
施
設
整
備
を
⽀
援

④ 

⽊
材
加
⼯
流
通
施
設
等
の
整
備

林
業
・
⽊
材
産
業
の
⽣
産
基
盤
の
強
化
に
資

す
る
⽊
材
加
⼯
流
通
施
設
等
の
整
備
を
⽀
援

＜

⼤
径
材
等
の
付
加
価
値
向
上
等
の
取
組
を

優
先
⽀
援＞

（「
森
の
国
・
⽊
の
街
」
創
造
連
携
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
事
業
関
連
）

⼤
径
材
等
の
付
加
価
値
を
向
上
す
る
た
め
の

加
⼯
施
設
や
そ
れ
ら
を
活
⽤
す
る
⽊
造
公
共
建

築
物
等
を
優
先
採
択
す
る
と
と
も
に
、
施
設
整

 

 令和 8 年 4～6 月（対前年同期比） 

実 績 

令和 8 年 7～9 月（対前年同期比） 

見通し 

１０％程

度 ・ 以

上悪い 

５ ％ 程

度悪い 

±０％ 

変 わ ら

ず 

５ ％ 程

度良い 

１０％程

度 ・ 以

上良い 

１０％程

度 ・ 以

上悪い 

５ ％ 程

度悪い 

±０％ 

変 わ ら

ず 

５ ％ 程

度良い 

１０％程

度 ・ 以

上良い 

戸建 

注文 

住宅 

受注戸数 3 5 3 0 2 1 8 4 0 0 

受注金額 0 2 4 2 4 0 3 6 3 0 

戸建 

分譲 

住宅 

受注戸数 2 1 3 0 3 1 1 6 0 1 

受注金額 0 3 2 3 1 1 0 6 1 1 

低層 

賃貸 

住宅 

受注戸数 5 0 2 1 4 1 2 4 4 1 

受注金額 4 0 1 1 6 0 1 5 4 2 

リフォ 

ーム 
受注金額 0 0 1 5 5 0 0 4 6 1 

全体 

受注戸数 1 4 2 2 1 0 4 6 0 0  

受注金額 0 2 2 2 4 0 1 6 3 0 

※数値は回答企業数。白抜きは回答企業数が最多の項目。 
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価
及
び
面
積
が
伸
び
て
い
る
こ
と
で
受
注
金

額
を
カ
バ
ー
。
ま
た
、
分
譲
が
良
好
な
た
め

全
体
を
カ
バ
ー
。

◆
金
利
上
昇
や
中
東
情
勢
な
ど
の
影
響
に
よ
る

市
場
の
不
透
明
感
が
マ
イ
ナ
ス
面
で
影
響

し
、
戸
建
分
譲
住
宅
・
低
層
賃
貸
住
宅
の
受

注
は
減
少
と
な
っ
た
。
一
方
で
外
部
環
境
の

変
化
は
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
と
も
検
討
を
活

性
化
さ
せ
る
側
面
も
あ
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に

つ
い
て
は
販
売
促
進
活
動
が
機
能
し
て
受
注

増
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

令
和
８
年
７
月
～
９
月
の
受
注
見
通
し

（
総
数
）
は
、
受
注
戸
数
▲
20
ポ
イ
ン
ト
、

受
注
金
額
＋
10
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
戸
数
は

前
期
の
プ
ラ
ス
か
ら
再
び
マ
イ
ナ
ス
に
転

じ
、金
額
は
13
期
連
続
で
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

コ
メ
ン
ト

◆
戸
建
の
集
客
回
復
に
努
め
つ
つ
、
分
譲
住
宅

や
賃
貸
住
宅
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
受
注
拡

大
、
事
業
間
連
携
を
図
り
前
年
越
え
を
目
指

す
。

◆
金
利
上
昇
に
よ
り
予
算
が
縮
減
傾
向
。
購
買

力
に
合
わ
せ
た
商
品
・
販
売
戦
略
を
推
進

し
、
棟
数
の
積
み
上
げ
を
図
る
。

◆
第
１
四
半
期
の
好
調
な
流
れ
を
維
持
し
て
い

る
も
の
の
、
建
築
費
・
資
材
価
格
の
上
昇
や

金
利
動
向
な
ど
の
不
透
明
要
因
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
全
体
と
し
て
は
前
年
並
み
の
推
移
を

見
込
む
。

◆
物
価
高
騰
や
金
利
上
昇
等
、
先
行
き
不
安
も

懸
念
さ
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
前
年
実
績

を
維
持
す
る
見
通
し
。

◆
補
助
金
活
用
し
た
受
注
促
進
実
施
し
、
受
注

底
上
げ
を
図
る
。

◆
金
利
上
昇
や
物
価
上
昇
等
の
影
響
に
よ
り
、

戸
建
・
賃
貸
を
中
心
に
受
注
戸
数
（
棟
数
）

は
減
少
す
る
見
通
し
で
あ
る
。
一
方
で
、
住

宅
取
得
支
援
策
や
補
助
金
の
活
用
、
高
付
加

価
値
提
案
に
よ
る
単
価
向
上
に
加
え
、
リ

フ
ォ
ー
ム
で
の
価
値
提
案
強
化
に
よ
り
、
受

注
金
額
全
体
で
は
前
年
並
み
と
な
る
予
想
。

◆
全
事
業
と
も
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
転
じ
る

と
思
わ
れ
る
が
、物
価
高
騰
や
金
利
上
昇
等
、

先
行
き
の
不
透
明
感
も
強
く
、
当
面
は
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
が
続
く
と
認
識
し
て
い

る
。

◆
長
引
く
中
東
情
勢
及
び
金
利
上
昇
等
で
購
入

マ
イ
ン
ド
の
低
下
を
懸
念
。

出
典

：（
一
社
）
住
宅
生
産
団
体
連
合
会
「
経

営
者
の
住
宅
景
況
感
調
査
」
令
和
８
年
度
第
２

回
報
告

https://w
w

w
.judanren.or.jp/activity/

proposal-activity.htm
l

■
製
材
・
集
成
材
の
輸
入
量

７
月
の
我
が
国
の
製
材
輸
入
量
は
、
前
月
比

15
％
減
の
26
・
５
万
㎥
と
な
っ
た
（
前
年
同
月

比
27
％
減
）。
輸
入
先
国
別
に
み
る
と
、
欧
州

か
ら
が
前
月
比
27
％
減
の
13
・
2
万
㎥
（
前
年

同
月
比
34
％
減
）。
カ
ナ
ダ
か
ら
の
輸
入
量
は
、

前
月
比
13
％
減
の
６
・
１
万
㎥
（
前
年
同
月
比

６
％
減
）。
ロ
シ
ア
か
ら
の
製
材
輸
入
量
は
、

6
月
に
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
か
ら
7
月
は
前

月
比
23
％
増
の
３
・
９
万
㎥
（
前
年
同
月
比

30
％
減
）
で
あ
っ
た
。
本
年
１
月
か
ら
７
月
ま

で
の
累
計
輸
入
量
を
み
る
と
、
総
量
が
１
９
１

万
㎥
（
前
年
同
期
比
15
％
減
）、
欧
州
か
ら
の

製
材
輸
入
量
が
１
０
７
万
㎥
（
前
年
同
期
比

14
％
減
）、北
米
か
ら
の
輸
入
量
が
41
万
㎥
（
同

16
％
減
）、ロ
シ
ア
か
ら
が
27
万
㎥（
同
24
％
減
）

で
あ
っ
た
。

7
月
の
集
成
材
の
輸
入
量
は
、
前
月
比
４
％

減
の
４
・
９
万
㎥
（
前
年
同
月
比
19
％
減
）。

Ｅ
Ｕ
か
ら
の
輸
入
量
が
前
月
比
４
％
減
の
３
・

６
万
㎥
（
前
年
同
月
比
23
％
減
）
で
あ
っ
た
。

本
年
１
月
か
ら
７
月
ま
で
の
累
計
で
は
、
総
量

が
36
万
㎥
（
前
年
同
期
比
4
％
減
）、
Ｅ
Ｕ
か

ら
の
輸
入
量
が
26
万
㎥（
前
年
同
期
比
８
％
減
）

で
あ
っ
た
。

7
月
の
Ｌ
Ｖ
Ｌ
の
輸
入
量
は
、
前
月
比
8
％

減
の
４
・
７
万
㎥
（
前
年
同
期
比
16
％
増
）。

1
月
か
ら
7
月
ま
で
の
累
計
で
は
、
総
量
が

32
・
８
万
㎥
（
前
年
同
期
比
10
％
増
）、
中
国

か
ら
の
輸
入
量
が
19
・
７
万
㎥
（
前
年
同
期
比

2
％
減
）、ベ
ト
ナ
ム
か
ら
が
12
・
２
万
㎥
（
前

年
同
期
比
37
％
増
）
で
あ
っ
た
。
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■
東
京
港
針
葉
樹

製
品
在
庫
量

日
本
木
材
輸
入
協
会
（
東

京
江
東
区
）
の
と
り
ま
と
め

に
よ
る
と
、
東
京
港
の
輸
入

針
葉
樹
製
品
（
製
材
と
集
成

材
）
の
８
月
末
の
在
庫
量
は
、

７
・
２
万
㎥
と
な
り
、
今
年

３
月
か
ら
８
万
㎥
を
下
回
る

状
況
が
続
い
て
い
る
。
内
訳

は
、
北
米
材
が
１
９
，
５
６

９
㎥
、
欧
州
材
が
２
４
，
４

８
３
㎥
、
ロ
シ
ア
材
が
２
７
，

９
７
９
㎥
と
な
っ
た
。
昨
年

の
同
時
期
の
在
庫
量
と
比
べ

る
と
、
北
米
材
が
68
％
、
欧

州
材
が
56
％
、
ロ
シ
ア
材
が

69
％
と
、
合
計
で
64
％
と
大

幅
に
減
少
し
た
。

一
方
、
近
年
の
木
造
住
宅

着
工
戸
数
は
、
昨
年
の
建
築

基
準
法
改
正
時
の
駆
け
込
み

需
要
の
時
期
を
除
い
て
3
万

戸
か
ら
4
万
戸
で
推
移
し
て

い
る
。

■
令
和
7
年
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
動
向
調
査
結

果
公
表

木
材
チ
ッ
プ
の
利
用
量
が
増
加

こ
の
ほ
ど
農
林
水
産
省
が
公
表
し
た
令
和
７

年
の
木
材
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
動
向

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
令
和
７
年
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
利
用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
う

ち
、
木
材
チ
ッ
プ
の
利
用
量
は
１
，
２
５
５
万

６
，９
２
５
絶
乾
ｔ
で
、前
年
に
比
べ
１
・
９
％

増
加
し
た
。

こ
の
う
ち
、「
間
伐
材
・
林
地
残
材
等
」
に

由
来
す
る
木
材
チ
ッ
プ
は
５
６
４
万
2
，
１
８

２
絶
乾
ｔ
で
前
年
に
比
べ
３
・
５
％
増
加
、

「
製
材
等
残
材
」
に
由
来
す
る
木
材
チ
ッ
プ
は

１
９
０
万
9
，
０
０
３
絶
乾
ｔ
で
同
４
・
６
％

増
加
、「
建
設
資
材
廃
棄
物
（
解
体
材
、廃
材
）」

に
由
来
す
る
木
材
チ
ッ
プ
は
３
９
９
万
8
，
５

７
３
絶
乾
ｔ
で
同
２
・
５
％
増
加
し
た
。

注
）
絶
乾
ｔ
と
は
、絶
乾
比
重
（
含
水
率
０
％
）

に
基
づ
き
算
出
さ
れ
た
実
重
量
を
指
す
。

■
10
月
は
木
材
利
用
推
進
月
間

10
月
8
日
は
木
の
日
、
10
月
は
木
材
利
用
推

進
月
間
で
す
。
全
国
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
以
下
の
木
材
利
用
促
進
本
部
の

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/j/riyou/
kidukai/honbu.htm

l

■
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

習
会
開
催
の
ご
案
内

全
市
連
で
は
、
木
材
を
取
り
扱
う
方
々
等
を

対
象
に
木
の
⾒
分
け
方
や
基
本
的
性
質
、
木
造

建
築
に
関
す
る
実
践
的
な
知
識
、
日
本
の
林
業

の
ほ
か
環
境
問
題
や
木
材
需
給
等
の
学
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
下
記
に
よ
り
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
定
員
は
東
京

会
場
が
40
名
程
度
、大
阪
会
場
が
40
名
程
度
で
、

日
程
は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
東
京
会
場
）
令
和
９
年
２
月
５
日
（
金
）

９

：

30
～
17

：

20
、
２
月
６
日
（
土
）
９

：

00
～
16

：

00　
（
於
）
木
材
会
館
（
東
京
都
江

東
区
新
木
場
１- 

18 -

８
）

（
大
阪
会
場
）
令
和
９
年
２
月
19
日
（
金
）

９

：

30
～
17

：

20
、
２
月
20
日
（
土
）
9

：

00
～
16

：

00　
（
於
）大
阪
木
材
仲
買
会
館（
大

阪
市
西
区
南
堀
江
4
丁
目
18
番
10
号
）

受
講
料
は
、
2
５
，
０
０
０
円
（
受
講
料
、

テ
キ
ス
ト
代
等
を
含
む
）

申
し
込
み
の
受
付
は
12
月
1
日
以
降
。

＜

問
合
先＞

（
一
社
）
全
日
本
木
材
市
場

連
盟　

文
京
区
後
楽
１-

７- 

12　

林
友
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

３
８
１
８-

２
９
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
８
１
８-

２
９
０
７
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北米材 欧州材 ロシア材 木造住宅着工戸数

東京港針葉樹製品在庫と新設木造住宅着工戸数

年

（在庫m3） （着工戸数/月）
（木造着工戸数/月次）


